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宮崎市では近年リゾート開発や農業基盤整備、宅地造成等により年々発掘調査の

数が増加しているところであり、このことに伴い宮崎市の原始～古代の歴史も徐々

にではありますが確実に解明されてきております。

今回下北方町の大型高層マンション建設計画に先立ち発掘調査いたしました垣下

) 1      遺跡は周辺の遺跡や古墳群などから以前より注目されていた場所ですが、調査の結

果大溝 (旧河道)や溝状遺構 。木製品等宮崎市において初めての出土品が数多く検

出され貴重な資料を得ることができました。

快く調査に理解・協力いただきまし をはじめとする関係

者の皆様に感謝の意を表しますとともに本書が地域史解明の一助になれば幸いと思

います。

,       (

平成 3年 3月

宮崎市教育委員会

教育長 柚木崎   敏



例   言

1.本書 株式会社による宮崎市下北方町における宅地開発に伴う事前調査の報告

書である。

2.調査は平成元年 7月 6日 ～7月 21日 、平成 2年 4月 23日 ～8月 31日 までの期間で宮崎市教
育委員会が実施した。

3.調査組織

調査主体        宮崎市教育委員会
調査総括           文化振興課     主    幹  野 間 重 孝
調査庶務                     主    事  永 井 淳 生
調査員                         ク    米 良 明 信

ク    中 山   豪
調査補助員           別府大学     学    生  日 高 広 人
木器保存指導    奈良国立文化財研究所飛鳥藤原宮跡発掘調査部

主 任研 究官  肥 塚 隆 保

4。 本書の執筆は中山が行った。

5.掲載した図面の実測、製図及び図版の作成は、米良・永井・中山・椎・日高が分担して行
った。

6.写真撮影は永井・中山が行った。

7.プラント・オパールについては古環境研究所、杉山真二氏に依頼した。

8.木器の保存処理については近畿ウレタン株式会社に委託した。
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第 I章 位置と環境及び事業の経緯

垣下遺跡航空写真

le

1.位置 と環境
垣下遺跡は、宮崎平野 (沖積平野)が下北方台地と接し長く水田として利用されてきた地区
の一角を占めている。近接域には旧石器時代の遺構は無く、縄文時代の遺跡も宮崎大学教育学

部跡地遺跡の井戸より上器片が採取されているだけであり、実態は不明である。弥生時代にな

ると遺跡 (散布地)も見られるようになり、古墳時代では下北方古墳群・地下式横穴、船塚古

墳も見られるようになる。

2日 事業の経緯

垣下遺跡は宮崎大学農学部の実習田として利用されていたが、宮崎大学の木花地区移転に伴

い 株式会社に売却されたものである。その後 よリマンション建設計

画が持ち上がり文化振興課へ文化財の有無照会が提出された。これについて文化振興課では当

該地が茶園遺跡に隣接しており、周辺には大宮中学校校庭遺跡、下北方古墳群、船塚古墳等が

あるため遺跡存在の可能性が高いことを説明、試掘調査の実施を指導した。これに基づき平成

元年 7月 に行った試掘調査では溝状遺構を検出、さらにプラント・ォパール調査により水田遺

構存在の可能性も指摘されたため改めて本調査を行うこととした。

上
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1 垣下遺跡
2 茶園遺跡
3 池内横穴
4 瓜生野村古墳
5 八畝田遺跡
6 下北方古墳
7 平和台下遺跡
8 大宮中学校校庭遺跡
9 宮大農園遺跡

10 船塚古墳
11 船塚遺跡
12 宮大教育学部跡地遺跡
13 権現町遺跡
14 浮之城第 2遺跡
15 構第 1号墳
16 江田原第 2遺跡
17 浮之城遺跡
18 平原第 2遺跡

第 1図 垣下遺跡位置図

19 平原第 1遺跡
20 立野遺跡
21 大島第 9号墳
22 本村遺跡
23 東大宮遺跡
24 桜町遺跡
25 村角第11号墳
26 地蔵牟田遺跡
27 牟田中遺跡
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第 Ⅱ章 調査の記録
1.調査の概要
試掘調査 (平成元年 7月 6日 ～7月 21日 )

茶園遺跡内に手掘 リトレンチ (2× 4m)を 5箇所設定し、その内の 2箇所の トレンチで土
器の出土を見たがともに器壁の磨滅が著しく撹乱を受けた状態であり遺構は検出できなかっ

た。

又、旧実習田域では当該地における遺構確認を主眼にバックホーによるトレンチを25m間隔
で南北に 3本 (1本約200m)、 50m間隔で東西に 2本 (約 150m。 75m)深 さ約 lmで設定し
た。その結果、第 4～ 5層 に黒褐色土層を持つ区域 (北半分)と持たない区域 (南半分)に大
別され、セクションに溝状遺構を呈する黒褐色土層を中心に本調査を行うこととした。

プラント・オパール調査

旧実習田域を対象に25mメ ッシュの交点において試料を採取した。この結果上層部と中層部

(黒褐色土層)の 2つの部分においてピークが認められ上層部が近現代の水田層で中層部にお
ける古代水田存在の確立が高くなった。

本調査 (平成 2年 4月 23日 ～8月 31日 )

旧実習田域の北半分から将来公園として残される東側約1/6を除いた部分を調査対象域とし、

調査区域を東西の排水路を境に北区・南区に大別しそれぞれ南北の排水路を境に西側より1区・

2区・ 3区に分割した。当初バックホーにより黒褐色土層を露出させ遺構の確認を行ったとこ

ろ溝状遺構を南北 1区 。南 2区で検出し、北 1区から北 2区 ど経て南 3区に通じる大型の溝状

遺構を検出した。

まず北 1区の黒褐色土層を10× 20mの範囲で掘 り下げたところ数多くの円礫に混じり弥生土

器、土師器、須恵器が出土したため、当層は撹乱と判明した。

次に試掘調査の段階で確認した溝状遺構の検出を行った。

最後に大型の溝状遺構の検出を行った。まず表面観察により北から南東に蛇行する旧河道で

あることが推定されたが、試掘調査の段階で溝状遺構をバックホーによって切断した北 2区 を

除いた区域を調査した。この大溝 (旧河道)の北 1区、南 3区の部分を発掘調査したところ竹
う1サ

製品 (笙 )、 木製の鍬 。大板・杭等をはじめ弥生土器 。土師器の上器溜りや炭化米の付着した

土器片が検出された。

2口 遺構及び遺物

(1)黒掲色土層

黒褐色土層では弥生土器を中心に土師器と少量の須恵器、磨製石斧・蛤刃石斧・石錘・

凹石が出上している。特徴としては弥生時代中期の土器が多いこと、甑のものと思われる

●
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牛角状の把手、ボタン状のつまみを有する須恵器の郭蓋が多数の円礫と混在している点が

挙げられる。

(2)溝状遺構

溝状遺構では弥生土器、土師器、石錘が出上している。ここにおいても弥生中期の上器

が多いこと円礫と混在する点は黒褐色土層と共通している。また、旧河道に接続するもの

は 2本確認されたが堰や柵等は検出できなかった。そのほかのものについては旧河道とは

方向を異にし連続性の無い点などから時期的に差があると考えられる。

(3)大溝遺構 (旧河道)

大溝遺構では北 1区において大溝 1区 。2区 (以下OMl・ 2区 )、 南 3区 (S3区 )

全体の 3箇所を発掘している。

OMl・ 2区は土師器を主体とする上面、弥生中期の上器を主体とする下面とに大別で

き、OMl区 上面では4世紀前半の高杯、炭化米付着の上器片、50cm× 150cmも の一枚板

や全長260cmも の杭状木器・杭等が自然木とともに検出されたが計画性が見られず遺構と

しての性格や利用法はつかめなかった。OM2区上面では 6世紀後半の高14x2個・甕 1個・

小型丸底壼 1個が加工木 (建築材 ?)。 柄などと重なりあう形で出土し、溝 (水田)に対

する祭祀の一端を窺わせているが、この場で行ったものか投げ込まれたものかは不明であ

る。OMl区 下面では柄を装着した状態で鍬、火を受けたと思われる木製品が近接して出

土している他柄の完形品等を、さらに鍬の 1面下では弥生時代中期初頭の壷形土器が出土

している。OM2区 下面においても鍬が検出されているほか、大溝壁面より弥生時代前期

末～中期初頭の壼形土器が出土している。

また、南 3区においては弥生時代の上器溜りのある上面と木器等を出上した下面とに分

けられる。南 3区上面では炭化しているが樋とおもわれる20cm× 220cmの 木製品が単独で

出土した他、大溝の北側に偏ってレンズ状の堆積をした土器溜りが認められた。下面では、

鍬や自然木に覆われた形で笙と考えられる60cm× 160cmの 竹製品が出上している。

この他では、OMl・ 2区から蛤刃石斧、南 3区から石包丁 (石鎌 ?)と して使用した

と思われる石製品、土製勾玉も出上している。

木製品 。竹製品については現場での取 り上げと同時に保存処理を行っている。このため

実測及び遺物写真撮影は保存処理状況の良いものに限られ実際の出土数よりかなり少なく、

大型のものは掲載できなかったことをお断りする。
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第 2図 垣下遺跡全体図



溝状遺構図及び図版
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北 1区溝状遺構

北 1区溝状遺構

(西から)

南 2区溝状遺構
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I 表土 (耕作土)

I 暗黄褐色砂質土

Ⅲ 黄褐色砂質土

V 茶掲色砂質土

V 黒色粘質土

Ⅵ 黒色粘質砂質土

Ⅶ 淡掲色粘質砂層

Ⅷ 淡掲色砂層

区 灰色粘質土

X 黄掲色砂層

XI 白色粘質土

XI 灰色粘質砂層

XⅢ 灰色砂層 (淡緑色混入)

� 青灰色砂層

XV 灰色砂質土

XⅥ 灰色粘質砂質土
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北 1区大溝下面出土状況図及び図版
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北 1区下面 (OMl区 )

北 1区下面 (OMl区 )

木器出土状況

北 1区下面 (OMl区 )

木器出土状況
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南3区上面出土状況図及び図版
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南3区下面―出土状況図―及び図版
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土器実測図
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―第 9図 土器実測図(1)
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第11図 土器実測図(3)
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第12図 土器実測図(4)
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第15図 土器実測図(7)
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o                                  10cm

第17図 土器実測図(9)
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第21図 土器実測図10
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第24図 土器実測図中0
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土器観察表

番号 出 土 地 器種 焼成 胎 土 色 調 調 整 備  考

ユ 南 1区撹乱 郭蓋 良好
2.5mm以下の砂粒を含む

内・外とも青灰色

内 外とも回転ナデ

2 甕 良好
0.5mm以下の砂粒を少量含む

内一灰白色 外一褐色
内一指オサエ

外―不明

3 甕 良好
4 mm以下の砂粒を含む

内一淡茶褐色 外―茶褐色
内一不明

外―ナデ

刻みの入っ

た凸帯付

士電 良好
3 mm以下の砂粒を少量含む

内一淡灰褐色 外―暗褐色 不明

5 高不 良好
0.5mm以下の砂粒を少量含む

内 。外とも淡褐色

内一指オサエ

外―不明

甑 良好
2.5mm以下の砂粒を少量含む

内・外とも橙褐色
不明

7 甕 良好

0.5～ 2 mmの砂粒を多量に含み、

l mm以下の石英粒を微量含む

内一暗褐色 外―褐色
不明

甕 良好

0.5～ 3 mmの砂粒及び l mm以下の

石英粒を微量含む

内一淡灰褐色 外―暗褐色

内一不明

外―丁寧なナデ
外…煤付着

霊 良好
0.5mm以下の砂粒を含む

内一黒褐色 外―褐色 不明

霊 良好
2 mm以下の砂粒を少量含む

内一淡黄褐色 外―淡茶褐色
内一ヨヨナデ

外―不明

11 堕 良好
0.5～ 2.5mmの砂粒を含む

内一淡褐色 外―暗褐色 不明

甕 良好
2 mm以下の砂粒を多量に含む

内一灰褐色 外―淡茶褐色
内一指オサエ痕あり

外―不明

甕 良好

l mm以下の砂粒及び少量の 1～ 6

mmの砂粒を含む

内一暗褐色 外―暗茶褐色

内一不明

外―タテハケロ後ナデ

北 1区 甕 良好
1～ 3 mmの砂粒を含む

内一暗褐色 外―暗褐色
口縁―内 。外 ともヨヨナ

ア

甕 良好

l mm以下の砂粒及び微量の金雲母

を含む

内一橙褐色 外―淡橙褐色
外―指オサエ、ナデ



番号 出 土 地 器種 焼成 胎  土 ・ 色  調 調 整 備   考

】ヒ 1 区 甕 良好
5 mln以下の砂粒を含む

内一茶褐色 外―淡茶褐色
不明

甕 良好
2 mm以下の砂粒を含む

内・外とも淡橙褐色
不明

高不 良好
2 mm以下の砂粒を含む

内・外とも茶褐色
不明

高郭 良好

ごく4ルよ`の砂粒及び少量の石英粒

を含む

内一淡褐色 外―茶褐色
不明

高不 良好

l mm以下の砂粒及び微量の金雲母

を含む

内・外とも淡橙褐色

内一指オサエ、ヨヨナデ

外―ナデ

一霊 良好
3 mln以下の砂粒を多量に合む

内一淡褐色 外―橙褐色 外―指オサエ

甕 良好
2 mm以下の砂粒を含む

内・外とも褐色
不明

甕 良好

2 mln以下の砂粒及び微量の石英粒

を含む

内一黒褐色 外―暗褐色

)内 一指オサエ

外―ナデ
内一煤付着

24 奏 良好
2 mm以下の砂粒を含む

内一暗褐色 外―淡灰褐色
不明

甕 良好
1.5mm以下の砂粒を含む

内・外とも橙褐色
不明

甕 良好
2 mm以下の砂粒を多量に含む

内一淡黄褐色 外―灰褐色
外―タテ、ナナメハケロ

甕 良好

3 mm以下の砂粒及び微量の黒雲母

を含む

内一暗褐色 外―掲色
不明

甕 良好
2 mm以下の砂粒を含む

内一褐色 外―暗褐色
内一指オサエ

外―タテハケロ痕あり

甕 良好
3 mln以下の砂粒を多量に含む

内・外とも淡茶褐色
不明

甕 良好
5 mln以下の砂粒を含む

内一明茶褐色 外―褐色
不明



番号 出 土 地 器種 焼成 胎 土 色 調 調 整 備   考

南 2 区 甕 良好
1～ 1.5mmの砂粒を多量に含む

内一淡褐色 外―灰褐色
内一指オサエ後ナデ

外―ヨヨナナメハケロ

甕 良好
2 mm以下の砂粒を含む

内・外とも淡褐色

内一ヨヨナナメハケロ

外―不明

刻みのある

凸帯付

甕 良好
l mm以下の砂粒を多量に含む

内一灰白色 外―褐色 不明

甕 良好

0.5～ 3 mmの砂粒及び微量の金雲

母を含む

内一淡褐色 外―暗褐色
内・外ともヨコナデ

甕 良好
2 mm以下の砂粒を含む

内一淡灰褐色 外―淡橙褐色 不明

奏 良好
l mH以下の砂粒を含む

内一褐色 外―淡橙褐色 不明

甕 良好
l mm以下の砂粒を含む

内一淡褐色 外―暗褐色 不明

甕 良好
0.5mm前後の砂粒を含む

内一褐色 外―暗褐色
内一指オサエ

外―ヨヨナデ

甕 良好
1.5mm以下の砂粒を含む

内一暗褐色 外―暗褐色、灰褐色
内一不明

外―指オサエ後ヨヨナデ

霊 良好
0.5mm以下の砂粒を含む

内一黒色 外―暗褐色
内一ヨヨナナメハケロ

外―ナナメハケロ

霊 良好
0.5～ 2 mmの砂粒を含む

内一黒褐色、外―暗褐色
不明

甕 良好
l mm以下の砂粒を含む

内一灰褐色 外―橙褐色 不明

甕 良好
0.5mm以下の砂粒を含む

内一黒色 外―淡褐色
内一指オサエ

外―不明
煤付着

甕 良好
2 mm以下の砂粒及び金雲母を含む

内一黒褐色 外―茶褐色
内一黒褐色

外―茶褐色
煤付着

甕 良好

2 mm以下の砂粒及び微量の0.5mm

以下の金雲母を含む

内一黒褐色 外―淡褐色

内一不明

外―タテハケロ
煤付着



番号 出 土 地 器種 焼成 胎  土 ・ 色  調 調 整 備   考

南 2区 甕 良好
7 mm以下の砂粒を含む

内一灰褐色 外―暗褐色

内一不明

タトータテハケロ、 タテハ
ケロ後指オサエ

甕 良好
2.5mm以下の砂粒を含む

内一黒褐色 外―淡褐色 不明

南 1区 甕 良好
1～ 3 mmの砂粒を少量含む

内一暗黄褐色 外―暗褐色

内一一部ヨコミガキ

外―ヨコ・ナナメミガキ

刻み入り凸帯

甕 良好
0.5～ 3 mmの砂粒を含む

内一褐色 外―やや淡い褐色 不明

甕 良好
0.5～ 3 mHlの砂粒を少量含む

内一褐色 外―やや淡い褐色
内一ナナメミガキ

外―ヨコミガキ

甕 良好
1～ 4 mmの砂粒を少量含む

内一暗褐色 外一褐色
内一ヨヨナデ

外―一部ヨヨナデ

甕 良好
l mm以下の砂粒を含む

内一暗褐色 外―淡褐色
内一一部ナデ痕

外―ヨコナデ

甕 良好
0.5～ 2 mmの砂粒を含む

内・外とも淡褐色
不明

甕 普通
0.5～ 3.5mmの砂粒を含む

内一淡茶褐色 外―茶褐色
不明

甕 良好
4 mm以下の砂粒を含む

内一淡橙褐色 外―緑灰色 不明

堕 良好 0.5～ 2 mmの砂粒を含む 不明

霊 良好
2 mm以下の砂粒を含む

内一淡褐色 外―褐色

内一不明

外―ヨヨナデ後タテナナ

メミガキ

甕 良好
1～ 3 mmの砂粒を含む

内一黒褐色 外―茶褐色
内一一部指オサエ痕

外―一部ヘラケズリ痕
煤付着

甕 良好
2 mm以下の砂粒を含む

内・外とも茶褐色
不明

60 甕 良好
1～ 3 mmの砂粒を含む

内一暗褐色 外―淡褐色
内一不明

外―タテナナメハケロ



番号 出 土 地 器種 焼成 胎  土 ・ 色  調 調 整 備   考

南 1区 甕 普通
3 mm以下の砂粒を含む

内一暗褐色 外―茶掲色 不明

甕 良好
1～ 3 mmの砂粒を含む

内一茶褐色 外―暗褐色 不明

甕 良好
l mm以下の砂粒を含む

内一灰褐色 外―橙褐色 不明

甕 良好
2 mm以下の砂粒を多量に含む

内一茶褐色 外―橙褐色 不明

OMl区 甕 良好

1～ 3 mmの砂粒を多量に含む

内一橙褐色～黒褐色

外一橙褐色～暗褐色

不明
内部底に炭

化米付着

空 良好

1～ 1.5mmの砂粒を含む

内一橙褐色～淡褐色

外―橙褐色

内一一部ハケロ痕

外―不明

士霊 良好
0.5～ 2 mmの砂粒を多量に含む

内一暗褐色 外―淡橙褐色
内一ヨコナナメハケロ

外一口縁部ナデ
煤付着

壷 良好
2 mm以下の砂粒を少量含む

内一暗褐色 外―茶褐色 不明 煤付着

霊 良好

1.5mm以 下の白色粒子及び金雲母

を含む

内一褐色 外―黒褐色

内一ナデ

外―ハケロ後ナデ

高郭 良好
2 mm以下の砂粒を含む

内・外とも橙褐色

内・外ともハケロ痕あり

高郭 良好
0.5～ 1.5mmの砂粒を含む

内一橙褐色 外―灰褐色～橙褐色
内一ヘラケズリ後ナデ

外―丁寧なナデ

高郭 良好
3 mm以下の砂粒を含む

内・外とも淡褐色

内一ナデ

外―タテハケロ後ナデ

奏 良好
0.5mm以下の砂粒を含む

内一淡黄褐色 外―暗黄褐色
内一ナナメハケロ

外―丁寧なナデ

箋 良好
l mln以下の砂粒を含む

内・外とも淡褐色

内一不明

外―一部ヨヨナデ痕

甕 良好
l mm以下の砂粒を含む

内・外とも淡褐色
不明



番号 出 土 地 器種 焼成 胎  土 ・ 色  調 調 整 備  考

OMl区 奏 良好
1.5mm以下の砂粒を含む

内一暗褐色 外―淡灰褐色
ヨヨナデ

三本沈線

一部綾杉文

か

甕 良好
2 mm以下の砂粒を含む

内・外とも淡褐色
不明

甕 負好
0.5～ 2 mmの砂粒を含む

内一灰色 外―淡褐色
内一ヨコナナメハケロ痕

外―不明

壺 良好
l mm以下の砂粒を多量に含む

内・外とも橙褐色

内―タテハケロ

外一不明

堕 良好
0.5～ 2 mmの砂粒を含む

内一暗褐色 外―橙褐色
内一不明

外―ナデ

奏 良好
0.5～ 2.5mmの砂粒を少量含む

内=暗褐色 外―黒褐色
内一一部ヨコナデ痕

外―ヨコナナメハケロ

質 良好

0.5～ 2.5mmの砂粒及び1.5mm以 下

の石英粒を多量に含む

内・外とも淡褐色

内一不明

外―一部ヘラミガキ痕

霊 良好
0.5～ l mmの砂粒を多量に含む

内一灰褐色 外―暗褐色 不明

ナ宛 良好
l mHl以下の砂粒及び金雲母を含む

内・外とも暗褐色

内一指オサエ痕

外―ヨヨナデ

甕 良好
l mm以下の砂粒を含む

内・外とも淡褐色

内一ナデ

外―ナデ、一部ナデ後指

オサエ

鉢 良好
1.5mm以下の砂粒を多量に含む

内一黄褐色 外―淡黄褐色 不明

高郭 良好
0.5mm以下の砂粒を含む

内・外とも淡褐色

内一ヨヨナデ後タテナデ

外―丁寧なヨコナデ

甕 良好
l mm以下の砂粒を多量に含む

内一暗褐色 外―橙褐色
内一一部指オサエ痕

外―不明

OM2区 高郭 良好

l mm以下の砂粒を含む

内・外とも淡褐色

内一ナデ

外―ヨコナデ

高杯 良好
2 mm以下の砂粒を多量に含む

内・外とも淡褐色

内一ヨコナデ

外―不明



0

番号 出 土 地 器種 焼成 胎  土 。 色  調 調 整 備   考

OM2区 姑 良好
l mm以下の砂粧を含む

内・外とも灰色

内一一部ヘラケズリ痕

外―ナデ痕

霊 良好
0.5～ 3 mmの砂粒を多量に含む

内一灰褐色 外―黄褐色

内一一部ハケロ痕、底は

指オサエ

外―タテナナメハケロ痕

煤付着

甕 良好
2～ 5 mmの砂粒を含む

内 ,外 とも淡褐色

内一ナデ、底に指オサエ

痕

外―ヨコナデ、タテハケロ

甕 良好
1～ 3 mmの砂粒を含む

内・外とも淡褐色

内一一部指オサエ痕

外―ナナメハケロ、指オ

サエ

煤付着

甕 良好
1～ 4 mmの砂粒を含む

内・外とも淡褐色
不明 煤付着

霊 良好
1～ 4 mmの砂粒を含む

内一灰褐色 外―橙褐色 不明

堕 負好
1～ 3.5mmの砂粒を少量含む

内・外とも灰褐色

内一口縁はヨコナデ、胴部
にヨヨナナメハケロ痕

外一口縁はヨコナデ、胴部
はタテナナメハケ日

霊 農好
細かい砂粒を含む

内・外とも淡褐色

内一ヨヨナデ

外―ヨヨナデ、タテハケ

目

6列の短直

線の施文

霊 良好
l mm以下の砂粒を含む

内・外とも淡褐色

内一不明

外―ナデ

甕 良好

4 mm以下の砂粒及び微量の0,1～

1.5mmの金雲母を含む

内一褐色 外―黒褐色

内一不明

外―ハケロ痕

甕 良好

1～ 1.5mmの 砂粒及び l mm以下の

黒雲母を含む

内・外とも暗褐色

内一ナデ

外―ヨヨナデ

甕 良好
0.5mm以下の砂粒、石英粒を含む

内一暗褐色 外―灰褐色
内一指オサエ、ナデ

外―ヨコナデ、ハケロ痕
煤付着

甕 良好
l mm以下の砂粒を多量に含む

内一灰褐色 外―暗褐色 不明 煤付着

甕 良好
1～ 3 mmの砂粒を少量含む

内一淡褐色 外―暗褐色

内一指オサエ痕

外―ヨコナデ、タテナナ

メハケロ

甕 良好
0.5～ 2.5mmlの砂粒を多量に含む

内一灰褐色 外―淡褐色
内一不明

外―ナデ



番号 出 土 地 器種 焼成 ム
ロ 土 色 調 調 整 備   考

OM2区 甕 良好
5 mm以下の砂粒を含む

内一暗茶褐色 外―黒褐色
内一不明

外―ヨコナデ

甕 良好
2m■以下の砂粒を含む

内 。外とも灰褐色

内一指オサエ

外―ヨコナデ

甕 良好

0.5mm以下の砂粒を多量に含み、

2 mm前後の砂粒を少量含む

内一灰褐色 外―淡橙褐色

内一指オサエ痕

外―不明

甕 良好
2 mm以下の砂粒を含む

内一淡褐色 外―暗褐色
内一不明

外―ヨヨナデ

甕 良好

0.5～ l mmの 砂粒、石英粒、黒雲

母をかなり多量に含む

内 。外とも淡褐色

内一ヨコナデ

外―ヨコナデー部に指オ

サエ痕

内一煤付着

甕 良好
3 mm以下の砂粒を含む

内・外とも淡褐色
不明

波状文と平

行沈線

甕 良好

3 mm以下の砂粒を含み、 l mm前後

の石英粒、黒雲母を微量含む

内一灰褐色 外―淡褐色
不明

高杯 良好

2 mm未満の砂粒を多量に、0.5mm

以下の石英粒、黒雲母を少量含む

内一灰褐色 外―淡褐色
不明

甕 良好

2 mm以下の砂粒を含み、0.5mm内

外の石英粒も微量含む

内一灰褐色 外―暗褐色

内一不明

外―ヨヨナデ

甕 良好
l mm未満の砂粒、石英粒を含む

内 。外とも暗褐色

内一不明

外一一部ヨコナデ

甕 良好

l mm前後の砂粒を含み、0.5mm以

下の石英粒も微量含む

内一黒褐色 外―淡褐色

内一上下の指ナデ

外―不明
内一煤付着

甕 良好

0.5～ 2 mmの砂粒及び l mm未満の

石英粒を含む

内一黒褐色 外―暗褐色
不明 内一煤付着

甕 良好
1～ 2 mmの砂粒を含む

内一黒褐色 外―淡褐色
内一不明

外―ヨヨナデ

堕 良好

2 mm以下の砂粒を含み、石英粒、

黒雲母も少量含む

内一灰褐色 外―淡褐色

内一一部に指オサエ

外―不明
外―煤付着

甕 良好

l mm未満の砂粒を少量、0.5mm以

下の石英粒を微量含む

内一黒褐色 外―暗褐色

内一一部に指オサエ

外―ハケロー部指オサエ



番号 出 土 地 器種 焼成 胎  土 ・ 色  調 調 整 備  考

OM2区 甕 良好

1～ 2 mmの砂粒を含む

内一灰褐色

外―淡褐色 (一部灰褐色 )

ヨコナデ

底部に指オサエ痕

122 南 3区 甕 良好
1～ 4 mmの砂粒を含む

内一茶褐色 外―黒褐色
内一不明

外―一部ヨコナデ

刻みの入っ

た凸帯

煤付着

甕 良好

l mm前後の砂粒を含み、0.5mm前

後の黒雲母もごく微量含む

内・外とも橙褐色

内一不明

外―ナデか

刻みの入っ

た凸帯

堕 良好

l mm未満の砂粒を含み、0.5mm前

後の石英粒も微量含む

内・外とも橙褐色

不明

蛮 良好
l mm未満の砂粒を少量含む

内一淡橙褐色 外―橙褐色

内一不明

外―ヨコナデ

ー部に指オサエ

凸帯

堕 普通
1～ 4 mmの砂粒を含む

内一灰褐色 外―黄褐色
内一指オサエ痕

外―ヨコナデ

卵形浮文

貝占リイ寸|す

奏 良好
3 mm以下の砂粒を含む

内一暗褐色 外―黒褐色一暗褐色

内一不明

外―ナナメハケロ後ヨコ

ナデ

刻みの入っ

た凸帯

煤付着

甕 良好
1～ 3 mmの砂粒を含む

内一暗褐色～黒褐色 外―暗褐色
内一一部ヘラミガキ

外―ヨコミガキ
凸帯

堕 良好

2 mm以下の砂粒を多量、 l mm以下

の石英粒を微量含む

内一淡褐色 外―淡褐色～橙褐色
不明

霊 良好
0.5～ 5 mmの砂粒を含む

内・外とも淡褐色
不明

霊 良好
l mm以下の砂粒を多量に含む

内一灰白色 外―灰白色～灰色 不明 外―煤付着

一堕 良好
2 mm以下の砂粒を含む

内一淡赤紫色 外―黄褐色 不明

甕 良好
0.5-3 mmの砂粒を少量含む

内一暗褐色 外―黒～暗trs色
内一ナナメハケロ

タトーヨヨナデ、ナナメハケロ
刻み入り凸帯

奏 良好
0.5～ 2 mmの砂粒を含む

内・外とも黒褐色

内一ナデ

外―ヨヨナデ

刻み入り凸帝

外―煤付着

甕 良好
0.5～ 3 mmの砂粒を少量含む

内一暗褐色 外―黒褐色～暗褐色
内一ナナメハケロ痕

外―ヨヨナデ

亥‖み入り凸帝

外一煤付着
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番号 出 土 地 器種 焼成 胎  土 ・ 色  調 調 整 備   考

南 3区 奏 良好
2 mm以下の砂粒を含む

内一灰褐色 外―淡褐色
内一指オサエ痕

外―ナデ

刻み日入り

凸帯

甕 良好
5 mm以下の砂粒を含む

内一暗褐色 外―黒褐色
内一不明

外―ナデ、タテハケロ
外―煤付着

甕 良好
l mm以下の砂粒を含む

内一暗褐色 外―燈褐色
内一不明

外―ナデ

刻み日入り

凸帯

甕 良好
0.5～ 2 mmの砂粒を含む

内一褐色 外二淡褐色
内一不明

外―ヨコナデ

刻み日入り

凸帝

甕 良好
1.5mm以下の砂粒を多量に含む

内一灰褐色 外―暗褐色
内一不明

外―ヨコナデ、指オサエ

刻み日入り

凸帯

甕 良好
0.5～ 3 mmの砂粒を含む

内一淡橙褐色 外―暗褐色
内一不明

外―ナデ後ミガキ
凸帯

甕 良好
1.5～ 2 mmの砂粒を多量に含む

内一橙褐色 外―淡褐色
内一不明

外―ナデ

甕 良好
2 mm以下の砂粒を多量に含む

内一淡褐色 外―淡黄褐色 不明

甕 良好
0.5～ 3 mmの砂粒を含む

内・外とも淡褐色

内一指オサエ痕

外―不明

堕 良好
1.5mm以下の砂粒を多量に含む

内・外とも淡褐色
不明

甕 良好
0.5～ l mmの砂粒を少量含む

内・外とも淡黄褐色
不明

甕 良好

0.5mm前後の黒雲母及び石英粒を

少量含む

内一暗褐色 外―灰褐色

内一指オサエ痕

外―指オサエ痕

甕 良好
3 mm以下の砂粒を含む

内一淡灰褐色 外―淡褐色
内一不明

外―一部ヨコナデ

斐 良好
2 mm以下の砂粒を含む

内・外とも橙色
不明

堕 良好
2 mm以下の砂粒を含む

内・外とも淡褐色

内一不明

外―ヨコナデ



番号 出 土 地 器種 焼成 胎  土 ・ 色  調 調 整 備   考

南 3区 甕 良好
0.5～ 3 mmの砂粒を含む

内一淡褐色 外―灰褐色
内一指オサエ痕

外一指オサエ

甕 良好
1～ 3 mmの砂粒を含む

内一暗褐色 外―黒褐色
内一不明

外―ナナメハケロ痕

甕 良好
1～ 3 mmの砂粒を少量含む

内・外とも淡褐色
不明

甕 負好
3 mm以下の砂粒を含む

内・外とも黄褐色

内一不明

外―ヨコナデ

甕 良好
4 mm以下の砂粒を少量含む

内・外とも暗褐色

内一不明

外―ヨコナデ、タテナナ

メハケロ

刻み日入り

凸帯

甕 良好
2 mm以下の砂粒を含む

内・外とも濃褐色
不明

高郭 良好
l mm以下の砂粒を含む

内・外とも淡褐色

内―タテナデ

外―不明

奏 良好
0.5mm以下の砂粒を含む

内一黒褐色 外―乳桃色
内一不明

外―ヨコナデ

甕 良好
1.5mm以下の砂粒を含む

内一褐色 外―橙褐色 不明 凸帯

霊 良好

2 mm以下の砂粒を含み、0.5mm前

後の石英粒も微量含む

内一淡茶褐色 外―橙褐色
不明 凸帯

堕 良好

3 mm以下の砂粒を含み、 l mm以下

の石英粒、黒雲母も少量含む

内一淡褐色 外―褐色

内一不明

外―一部ヨヨナデ
凸帯

霊 良好
0.5～ 3 mmの砂粒を含む

内一暗褐色 外一黒
内一不明

外―ミガキ
凸帯

対 良好
l mm未満の砂粒を含む

内一暗褐色 外―淡褐色
内一ヨヨナナメハケロ

外―不明

霊 良好

1.5mm以下の砂粒を含み、石英粒

も微量含む

内一暗褐色 外―黒

内一ヨコハケロ

外―ヨコミガキ
沈線

婉 良好
2 mm以下の砂粒を少量含む

内一淡茶褐色 外―淡赤褐色 不明



番号 出 土 地 器種 焼成 胎 土 色 調 調 整 備   考

南 3区 壷 ? 良好

1.5mm以 下の砂粒を多 く含み、一

部に雲母も含む

内一暗褐色 外―淡橙褐色
不明

甕 良好
3 mHl以下の砂粒を含む

内一黒褐色 外一淡褐色
内一ハケロ

タトーハケロ、裾部は指オサエ

霊 良好
1.5mm以下の砂粒を多く含む

内一灰褐色 外―橙褐色
内一ナデ

外―不明

甕 良好
2 mm以下の砂粒を含む

内一黒褐色 外―淡褐色
内一ナデ

外―ナデ

170 一堕 良好

0.5～ 2 mmの砂粒を含み、一部に

に石英も含む

内一淡褐色 外―淡褐色
不明

甕 良好

1～ 2 mmの砂粒を含む

内一黒褐色 外―淡褐色
内一不明

外―ハケロの後ヨヨナデ

穿子し有

内面に煤付

着

甕 良好

1～ 2 mmの砂粒を含み、 l mm以下

の石英粒も微量含む

内一橙掲色 外―褐色

内一不明

外―一部ヨヨナデ

甕 良好

2 mm以下の砂粒を含み、0.5mm以
下の石英粒も微量含む
内一暗褐色 外―黒褐色

内一ヘラ状のものによる丁
寧なナデ

クトーハケの上をヘラ状のも
ものによる丁室なナデ

甕 良好

l mm以下の砂粒を含み、0.5mm以

下の石英粒も少量含む

内一暗褐色 外―灰褐色

内一不明

外―一部にタテナナメの

ミガキ痕

甕 良好
1～ 2 mmの砂粒を含む

内・外とも淡褐色

内一指オサエ

外一不明

甕 良好
1～ 3 mHの砂粒を含む

内・外とも淡掲色

内一不明

外―一部ナデ

甕 良好

l mm以下の砂粒を含み、0.5mm未

満の石英粒も微量含む

内一黒褐色 外―暗褐色

内一指オサエ

外―ナデ

甕 良好

2 mm以下の砂粒をかなり多量に含

み、0.5～ l mmの石英粒も微量含む

内一黒褐色 外―淡褐色

内一一部指オサエ

外―不明

奏 良好
4 mm以下の砂粒を含む

内一灰褐色 外―褐色
内一ナデ、一部に指オサエ

外―一部にタテハケロ痕

甕 良好
l mm未満の砂粒を含む

内一黒褐色 外―暗褐色
内一不明

外―ヨヨナデ
内一煤付着



番号 出 土 地 器種 焼成 胎  土 ・ 色  調 調 整 備  考

南 3区 甕 良好

2 mm以下の砂粒を含み、0.5mm以

下の石英粒も微量含む

内一淡褐色 外―暗褐色

内一指オサエ

タトータテハヶロ

甕 良好
0.5～ 2 mmの砂粒を含む

内・外とも淡褐色

内一不明

外―一部に指オサエ痕

甕 良好
0.5～ l mmの砂粒を含む

内一淡褐色 外―黒褐色
内一不明

外―ヨヨナデ
穿孔有

甕 良好
l mm未満の砂粒を少量含む

内一黒褐色 外―淡褐色 指オサエ
製塩土器の

脚部か

OM2区 甕 良好

2 mm以下の砂粒、 3 mm以下の金雲

母を含む

内・外とも暗褐色

内一不明

外―ヨコナデ

OMl区 奏 良好

1.5～ 2 mmの砂粒を多量に含み、

石英粒、雲母を微量含む

内一橙褐色 外―淡褐色

内一不明

外―ナデ

ー部に指オサエ痕

土製品 良好
2 mm以下の砂粒を含む

内・外とも淡褐色
ナ デ

南 3区 土製
勾玉
良好
l mm以下の砂粒を多く含む

内 。外とも灰褐色

ナデ

表面は荒れている

OMl区 甕 良好
2 mm程度の砂粒を含む

内・外とも暗褐色
炭化米付着

190と 同一

イ固やヽか
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土器図版



出土土器 (2)
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石器観察表 。図版

番号 出 土 地 器 種 材   質 所 見 備  考

南 1区 石   斧 玄 武 岩 大型蛤刃石斧で表面はよく磨いてあるが、刃部を
欠損 している

202 石  斧 流 紋 岩 ?
扁平な磨製石斧で、側辺部に自然面が若千残って

おり、刃部を欠損 している

凹   石 砂 石 表裏両面共に中央部によく敲打痕が残っている

石  錘 砂 岩 短辺倒を打ち欠く

205 南 2区 石  錘 砂 石

206 南 3 区 石 斧 ? 玄 武 岩
大型の石斧であるが刃部を欠損 している

砥石に使用した可能性もある

207 OMl区 石   斧 玄 武 岩
太型蛤刃石斧の完形品であり、刃部に使用痕を残

す。腹部に敲打痕が見られ、台石としての使用も

考えられる

208 OM2区 石   斧 玄 武 岩 太型蛤刃石斧
の刃部であり、両面からの研磨によ

る刃の研ぎ出しが明瞭である

209 南 3区 石 包 丁
(石鎌 ?)

流 紋 岩 ?
長楕円形のものが考えられ、刃部は両面使用可能

である

石 包 丁 流 紋 岩
三日月形のものが考えられ、大型剰片をそのまま

利用している





木器実測図
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木器観察表

番号 出 土 地 器 種 材   質 所 見 備  考

OMl区 鍬 刃部表側に凹字状の削り出しがあり、用途不明。 302を装着

302 柄
先端部を若千欠く。 4 cm程の切 り込みを鍬の基部

へ向け装着。

OM2区 鍬
ほぼ半折している。先端から4 cmの所に狭りがあ

り鉄製刃部の装着が考えられる。

OMl区 鋤 ?

柄及び刃部を欠損 している。先端から4 cmの所に

快 りがある。303と 同じ鉄製刃部が装着可能と思

われる。

小型鋤 ?
柄の基部を若千と刃部先端を欠損。

用途は不明である。

南 3区 不   明
丸太を半裁後、扇形 (半円)に し、中央に方形の

削り出しを残す。表裏面共に手斧状のもので削っ

ている。

307 OMl区 柄

先端部は方形、中央部は円形断面を呈す。先端部

は腹部に大きな快 り、背部に切 り込みと2ヶ 所に

溝を切っている。

OM2区 柄
先端部は方形、中央部楕円形の断面を呈す。先端

部は膨み、中央から3.5cmの長さでホブがある。

杭 矢板状のもので先端矢印形になっている。

杭 自然木を 1方向から載断している。

OMl区 杭 自然木を3方向から載断している。

南 3 区 杭 ?
楕円形の断面で先端部は磨いたかの様に滑らかで

ある。 (木剣の様な印象を受ける)



３０２

３０８

木器図版

処理中の笙



梱包ウレタンによる木器の取り上げ (1)板材

水に漏らした紙 (ト イレッ

トペーパー)を遺物の上に

充分に貼り付ける

ダンボール紙で周囲に枠を

作り、遺物の上に骨材 (副

木)を置く

これと併行してウレタンの

2種の原液を1:1で混合

し、よく振り混ぜる

ウレタン液を枠の中に隙間

なく充填する



鯵

発泡後は人が乗って大丈夫

な程に強度がある

取り上げの際はウレタン部

分を整形 (鋸等)しておく

裏側から水を補う事で長期

保存が可能である

ァと|= 与貫

,群 |,

1争|=■
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全体を専用紙で幾重にも包

む (水を充分かける)

まずウレタンを吹き付ける

次に遺物の下にも腕木を通

しウレタンを注入し固定さ

せる



重奏ふ

遺物を木枠で囲つてしまう

全体にウレタンを吹き付け

完全に覆つてしまう

最後にクレーンで持ち上げ

車に載せる (重量がかなり

あるため)
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おわりに

本遺跡は当初古代水田と大淀川の旧河道の発掘と考えていた。実際には大淀川でない他の旧

河道の発掘及び溝状遺構の発掘であったが、宮崎市の平野部における稲作定着の一部を推測す

るにたる内容であった。即ち、弥生時代の前期末～中期初頭に大淀川の後背地であり小河川の

流れる低湿地帯を利用し稲作を始めようとしたのであろうが、現実には台風の多さや河川の氾

濫などにより稲作主体の生活ではなく、姿に見られるように半農半漁 (猟)の生活を営んでい

たようである。しかし、古墳時代の後期 (6世紀後半)になると小河川が沼化するとともに土

木技術の進歩により安定した農耕生活が営まれ、船塚古墳や下北方古墳群等を築くまでに発展

したと考えられる。これ以降は、奈良・平安時代の荘園を含め水田地域として現在まで続いて

来ている様である。

最後に発掘調査にあたり現場で色々とお世話頂きまし の方々、梅雨時

には全身泥だらけになり、真夏日力滋0日 を越す猛暑の中では身体中乾燥させて働いて下さった

作業員の皆様に心から感謝申し上げます。
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宮崎市、垣下遺跡における埋蔵水田跡の探査

古環境研究所

1.は じめに

垣下遺跡では、台地の縁辺にあたる調査区西部において弥生時代の遺物包含層が確認され、

溝状遺構などが検出されていた。このことから、調査区東部に広がる低地部には同時期の水田

跡が埋蔵されているのではないかと見られていた。この調査は、プラント・オパール分析を用

いて、当遺跡における埋蔵水田跡の探査を試みたものである。

2.試料
1989年 9月 4日 ～ 9月 8日 に現地調査を行った。調査地点は、調査区に設定された25mメ ッ

シュの交点に位置する70地点である (図 1)。 試料は、長さ1.5mも しくは3.Omの ボーリング

棒などを用いて、現表土から基底と見られる砂層の直上層までについて、各層ごとにおよそ10

cm間隔で採取した。試料数は計572点である。

ボーリングによる土層観察の結果、弥生時代とされる黒色土層に対応する層は調査区西側の

一帯では認められたものの、その他の区域では層序の対応が困難であり、同層の広がりを把握

することはできなかった。また、その他の層についても層序の対応が困難であったため、層名

は上層から層相の変化ごとに付けた番号で示した。

3.分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法 (藤原,1976)」 をも

とに、次の手順で行った。

(1)試料上の絶乾 (105℃・24時間)

(2)試料土約 lgを秤量,ガラスビーズ添加 (直径40μm,約 0.02g)
※電子分析天汗により1万分の lgの精度で秤量

(3)電気炉灰化法による脱有機物処理

(4)超音波による分散 (150W。 26 KHz。 15分間)

(5)沈底法による微粒子 (20μ m以下)除去,乾燥
(6)封入剤 (オ イキット)中 に分散,プレパラート作成

(7)検鏡・計数

同定は、機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパール (以下、プラント・オパールと略す)

をおもな対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が300以上にな

るまで行った。これはほぼプレパラート1枚分の精査に相当する。試料 lgあたりのガラスビ
ーズ個数に、計数されたプラント。オパールとガラスビーズ個数の比率をかけて、試料 lg中

のプラント・オパール個数を求めた。
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また、この値に試料の仮比重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あたりの植物体乾重 ,

単位 :105g)をかけて、単位面積で層厚 l cmあ たりの植物体生産量を算出した。換算係数は、
イネは赤米, ヨシ属はヨシ, タケ亜科はゴキダケの値を用いた。その値は、それぞれ2.94(種

実重は1.03),6.31,0.48で ある (杉山・藤原,1987)。

4.分析結果

プラント・オパール分析の結果を図 2と 図 3に示す。なお、水田跡 (稲作跡)の探査が主目

的であるため、同定および定量は、イネ, ヨシ属, タケ亜科,ウ シクサ族 (ス スキやチガヤな

どが含まれる),キ ビ族 (ヒ エなどが含まれる)の主要な 5分類群に限定した。

5.考察

(1)稲作の可能性について

水田跡 (稲作跡)の検証や探査を行う場合、イネのプラント・オパールが試料 lgあ たりお

よそ5,000イ固以上と比較的多量に検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高い

と判断している。また、その層にプラント・オパール密度のピークが認められれば、上層から

後代のものが混入した危険性は考えにくくなり、その層で稲作が行われていた可能性はより確

実なものとなる。以上の判断基準にもとづいて、稲作の可能性について検討を行った。

F-8地 点では、現表上の 1層から地下3.Om深の13層 まで連続的に分析を行った。その結
果、 1層～ 3層 ,10層下部～11層および13層 でイネのプラント・オパールが検出された。この

うち、 1層 ～ 3層については現在もしくは比較的最近の水田耕作に由来するものと考えられる。

10層下部 (2.Om深)お よび13層 (2.5m深)で は、密度は2,800個/gお よび1,500イ固/gと やや

低い値である。しかし、それぞれ直上の 4層～10層中位および12層 ではまったく検出されない

ことから、上層から後代のものが混入した危険性は考えにくい。したがって、これらの層準の

時期に同地点もしくはその周辺で稲作が行われていた可能性が考えられる。

その他の地点についても、同様にして稲作の可能性について検討を行った。その結果、現表

土から地下およそ0.5m深 までについては、ほとんどの地点でイネのプラント・オパールが高

い密度で検出され、稲作が行われていた可能性が高いと判断された。これは、調査区の現況が

水田地帯であったことと符合している。

0.5m深 よりも下層については、全体の30%にあたる21地点でイネのプラント・オパールが

検出された。このうち、D-9, E-2, E-3, E-8, F-3, F-9, G-7,G-9,
H-4, H-5, H-7, H-8, H-9お よび上記のF-8の 計14地点では、1.Om深 より
も下層でイネのプラント・オパールが検出された。密度は1,000～ 2,0004固/g程度と比較的低

い値であるが、いずれも直上にイネの検出されない層があることから、上層から後代のものが

混入した危検性は考えにくい。したがって、これらの層準の時期に各地点もしくはその周辺で

稲作が行われていた可能性が考えられる。



(0

これらの地点は、調査区北部の中央部から東端一帯、調査区東端中央都付近、調査区南部中

央部付近にまとまって分布が見られた (図 4)。 これは、旧河道が埋没していると見られる帯

状の一帯およびその縁辺部とほぼ一致している。また、これらの層準は、大部分の地点で標高

7.Om前後に位置していることから、ほぼ同時期のものである可能性が考えられる。以上のこ

とから、当時はこれらの地点一帯で稲作が行われていたものと推定される。

なお、プラント・オパール密度が低い原因としては、①稲作が行われていた期間が短かった

こと、②洪水などによって耕作上が流出したこと、③土層の堆積速度が速かったこと、④稲真

の大部分が水田外に持ち出されていたこと、⑤稲の生産性が低かったこと、⑥近辺の水田から

の混入であることなどが考えられるが、ここでの原因は不明である。

(2)古環境の推定 (図 3参照)

ネザサなどのタケ亜科植物は比較的乾いた土疾条件のところに生育し、ヨシは比較的湿った

土壊条件のところに生育している。このことから、両者の出現傾向を比較することによって土

層の堆積環境 (乾湿)を推定することができる。

旧河道が埋没していると見られる調査区東部の帯状の一帯では、基底と見られる砂層の直上

から標高7.Om前後の上層において、ヨシ属が著しく卓越しており、タケ亜科はほとんど見ら

れなかった。したがって、当時この一帝はヨシ属の繁茂する湿地帯であったものと推定される。

ヨシ属の卓越は、イネが出現する標高7.Om前後の上層まで継続し、その後は急激に減少し

ている。このことから、同遺跡ではヨシ原を開墾して稲作が開始されたものと推定される。そ

の後、およそ50cm深 よりも上層では、イネの急激な増加に伴ってヨシ属は激減し、かわってタ

ケ亜科の増加傾向が認められた。このことから、稲作が本格化されるのに伴って土壌の乾燥化

(乾田化)が促進されたものと推定される。
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